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○酒田市登録商標「あねちゃ」使用の承諾に関する要綱 

平成29年5月11日 

告示第457号 

（趣旨） 

第1条 この告示は、登録商標「あねちゃ」（登録第5732018号。以下「商標」という。）の

使用の承諾に関し必要な事項を定めるものとする。 

（使用の承諾） 

第2条 市長は、第4条第1項各号に適合すると認められる次の者に対し、商標使用を承諾す

るものとする。 

(1) 市内に住所を有する農業者 

(2) 前号の農業者をもって組織される農業生産団体 

（承諾の申出） 

第3条 商標使用の承諾を得ようとする者（以下「承諾申出者」という。）は、商標使用承

諾申出書（様式第1号。以下「申出書」という。）を市長に提出しなければならない。 

2 前項の申出書には、次の書類を添付しなければならない。 

(1) 栽培計画（実績）書（様式第2号） 

(2) 出荷計画（実績）書（様式第3号） 

(3) 栽培農地届出書（様式第4号） 

（承諾の基準） 

第4条 市長は、前条第1項の申出書の提出があったときは、次に適合するかどうかを審査し

て、これを承諾するものとする。 

(1) 承諾の申出があった農産物（以下「承諾申出農産物」という。）に係る栽培及び出荷

計画が合理的であり、その実施が確実なものであること。 

(2) 承諾申出農産物に係る安定した栽培技術を有するものであること。 

(3) 前2号に掲げるもののほか、他産地との差別化に貢献すると認められる承諾申出農産

物であること。 

2 市長は、前項の審査において必要があると認めたときは、農業関係機関の意見を聴くも

のとする。 

（不承諾の事由） 

第5条 市長は、次の各号のいずれかに該当するものに対しては、商標使用の承諾をしない

ものとする。 
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(1) 前条第1項各号の承諾の基準に適合しないと認められるもの 

(2) 第10条の規定により承諾を取り消されたもの 

(3) 農業生産団体であって、その構成員のうちに前号の規定に該当する者がいるもの 

（承諾の条件） 

第6条 市長は、商標使用の承諾をするときは、次の条件を付すものとする。 

(1) 承諾した農産物（以下「承諾農産物」という。）を販売するときは、当該販売物に生

産者の住所、氏名及び連絡先を表示すること。 

(2) 承諾農産物の栽培及び出荷について適正な管理をすること。 

(3) 承諾農産物の購入者からの問合せに対し、誠実かつ良心的な対応をすること。 

(4) 承諾農産物の栽培及び出荷記録を作成し、及び保管をすること。 

(5) 承諾農産物の購入者からの苦情については、速やかに市長に対し報告すること。 

(6) 毎年3月末までに実績報告をすること。 

(7) 前各号の条件に反したと市長が認めたときは、承諾を取り消すこと。 

（承諾の有効期間） 

第7条 市長が商標使用を承諾する期間は、1年とする。ただし、これにより難い正当な理由

があると市長が認めるときは、2年を超えない期間で定める期間とする。 

（承諾書の交付） 

第8条 第2条第1項の承諾は、商標使用承諾書（様式第5号）の交付をもって行うものとする。 

（不承諾の通知） 

第9条 市長は、第5条の規定により承諾をしないときは、承諾申出者に対し承諾しない理由

を付して、商標使用不承諾通知書（様式第6号）により通知するものとする。 

（承諾の取消し等） 

第10条 市長は、商標使用者が第6条の承諾の条件に反していると認めたときは、承諾を取

り消し、又は期間を定めて改善を求めるものとする。 

（その他） 

第11条 この告示に定めるもののほか、この告示の施行に関し必要な事項は、市長が別に定

める。 

附 則 

この告示は、平成29年7月1日から施行する。 

附 則（令和3年3月10日告示第93号） 

この告示は、令和3年3月10日から施行する。 
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様式第1号（第3条関係） 

様式第2号（第3条関係） 

様式第3号（第3条関係） 

様式第4号（第3条関係） 

様式第5号（第8条関係） 

様式第6号（第9条関係） 

 


